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コメン ト

.東京地区の初期の低温関連研究について

権 田 俊 一(阪 大産研)

低温だより恥94巻頭言に、浜川圭弘先生が阪大低温セソター今昔物語と題する文章を書かれています

。成程そういうこともあったのか、と興味深 く読ませて頂きましたが、東京地区の低温関連研究のくだ

りでは、少 し補足させて頂いた方がよいような印象を持ちましてので、余計なこととは思いながらも、

筆をとることにいたしました。

日本における低温実験のパイオニアは東北大金研であることは周知のことですが、日本で二番目にヘ

リウム液化機を導入したのは、当時東京都田無市にあった通産省の電気試験所(現 在の電子技術総合研

究所)で 、昭和33年度:末のことでした。私は昭和35年から学生の身分のまま電気試験所の低温研究室に

出入りするようになりましたが、当時は佐々木亘室長(後 に東大理学物理学科教授)を 中心に低温実験

が活発に行われておりました。液化機保守の専門職員もいて、液化機の予備部品や道具類も整備されて

おり、故障が起きてもほとんど自力で素早 く修理できるようになっていて、高い稼動率で液化機が動い

ていたように思います。東京地区の低温関連企業の技術は昭和33年度末からスター トし、急激にアップ

したのだと思います。昭和34年度末には阪大に液化機が導入され、昭和35年 には東京地区の電々公社武

蔵野通研に液化機が導入されました。武蔵野通研と電気試験所は距離的に極めて近い上、もともと一つ

の研究所だったという親戚関係のせいもあったのかなと思いますが、液化機関連技術の修得に、通研の

職員が電気試験所に派遣されてきました。このように電気試験所は東京地区の初期の低温関連研究の発

展に一役買っていたように思います。以上が私がつけ加えたかったことです。

私 自身 は そ の後 電 気 試 験 所 に入 所 し、佐 々 木 室 長 の も とで 断 熱 消磁 に よ る1K

以下の極低温生成と、その温度での半導体物性の研究を少 しやらさて貰いました。断熱消磁の実験の準

備のために1ケ 月程東北大金研に滞在 し、後に阪大基礎工学部の教授になられた長谷田泰一郎先生に教

えを受けました。その私が今阪大にいるのも何かの縁かなと思っています。
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